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「須
磨
区
の
会
」 

ニ
ュ
ー
ス
発
行
、
七
日

は
四
十
五
人
で
宣
伝
行
動
を
展
開 

 

「
須
磨
区
の
会
」
で
は
、
六
月
六
日
に
運
動

推
進
ニ
ュ
ー
ス
第
一
号
を
発
行
し
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
【
ワ
ン
コ
イ
ン
カ
ン
パ
袋
・

オ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
の
一
万
セ
ッ
ト
普
及
】
、

【
コ
ー
タ
ロ
ー
ビ
ラ
の
全
戸
配
布
へ
、
担
当
者

の
空
白
地
域
へ
の
ビ
ラ
配
布
行
動
】
、
【
朝
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
宣
伝
】
へ
の
参
加
呼
び
か
け
の

他
、
新
婦
人
の
会
や
年
金
者
組
合
の
活
動
な
ど

も
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

七
日
に
は
、
四
十
五
人
の
参
加
で
宣
伝
行
動

を
行
い
、
名
谷
の
大
型
店
前
、
板
宿
商
店
街
な

ど
四
カ
所
で
宣
伝
カ
ー
か
ら
の
訴
え
、
ビ
ラ
配

布
で
市
民
に
「
田
中
耕
太
郎
知
事
の
誕
生
で
、

憲
法
を
生
か
し
て
く
ら
し
を
守
ろ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
須
磨
区
の
会
で
は
告
示
前
日
の

十
七
日
ま
で
、
宣
伝
カ
ー
を
連
日
運
行
す
る
計

画
で
す
。 

「宝
塚
の
会
」 

一
万
人
サ
ポ
ー
タ
ー
、

五
万
人
対
話
で
二
万
五
千
票
を
！ 

 

七
日
午
後
、
「
宝
塚
の
会
」
の
決
起
集
会
・

結
成
総
会
が
開
か
れ
七
十
人
の
参
加
の
も
と
、

熱
気
あ
ふ
れ
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。 
 

第
一
部
の
「
県
政
の
学
習
と
県
知
事
選
挙
の

必
勝
を
め
ざ
す
決
起
集
会
」
で
は
、
練
木
県
会

議
員
の
県
政
報
告
の
後
、
「
憲
法
県
政
の
会
」

の
津
川
代
表
幹
事
が
田
中
耕
太
郎
に
な
り
か

わ
っ
て
訴
え
、
「
平
和
大
好
き
な
人
、
い
の
ち

と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
体
を
は
る
人
、
庶
民

の
味
方
を
貫
い
て
い
る
人
」
と
三
つ
の
評
価
で

紹
介
し
、
六
つ
の
公
約
（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）
の

実
現
へ
、
田
中
知
事
誕
生
を
め
ざ
そ
う
と
訴
え

ま
し
た
。
出
来
上
が
り
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も

上
映
し
好
評
を
得
ま
し
た
。
第
二
部
の
結
成
総

会
で
は
、
一
万
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
組
織
、
五
万

人
と
の
対
話
、
二
万
五
千
票
の
獲
得
を
め
ざ
し

各
団
体
が
積
極
的
な
目
標
を
掲
げ
よ
う
と
確
認

し
ま
し
た
。 

地
域
の
会
二
十
八
団
体
へ 

オ
レ
ン
ジ
メ
ッ
セ
ー
ジ
袋
・耕
太
郎
カ
ー
ド
の
大
量
普

及
で
対
話
活
動
の
大
波
を
起
こ
そ
う 

 

二
日
の
「
憲
法
県
政
の
会
」
事
務
所
開
き
後
、
「
地
域
の
会
」
の
結
成
が
進
ん
で
い
ま
す
。
昨
日

七
日
の
宝
塚
に
続
き
、
本
日
八
日
は
三
木
、
九
日
は
東
灘
、
十
日
は
長
田
、
十
四
日
は
揖
竜
（
た
つ

の
市
、
太
子
町
）
、
佐
用
町
な
ど
が
続
き
、
二
十
八
カ
所
が
本
格
的
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

地
域
の
会
で
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
「
県
が
つ
く
っ
た
ダ
ム
が
自
治
体
の
負
担
に
な
っ
て
い

る
」
、
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
騒
動
で
、
保
健
所
が
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
に
不
満
を
表
に
出
し
て
き

た
」
な
ど
の
地
域
の
争
点
も
次
々
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
、
私
た
ち
が
め
ざ
す
県
政

を
根
本
か
ら
問
い
直
す
運
動
で
す
。 

対
話
運
動
で
は
、
オ
レ
ン
ジ
メ
ッ
セ
ー
ジ
袋
（
ワ
ン
コ
イ
ン
募
金
袋
）
と
耕
太
郎
カ
ー
ド
の
活
用

へ
の
理
解
が
す
す
み
、
こ
れ
ま
で
に
７
万
セ
ッ
ト
が
普
及
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
大
波
を
起

こ
す
た
め
に
も
、
す
べ
て
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
一
〇
セ
ッ
ト
、
二
〇
セ
ッ
ト
と
持
っ
て
対
話
活
動
を

行
っ
て
い
く
規
模
で
の
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 山家悠紀夫さんと固い握手 

 ８日夜開かれた講演会

（「格差実行委員会」と

「消費税廃止各界連」共

催、１１０人参加）で、

講師でビラの「田中さん

に期待します」に名前を

寄せて頂いた山家悠紀夫

さん（元神戸大学大学院

教授）と、開会前に懇談

し「変えよう！県政」と

固い握手を交しました。 



「憲法県政の会」ニュース ２００９年６月８日 第４号 ２面  

○オレンジメッセージ袋・耕太郎カード（１

セット３円） 

○ＤＶＤ「変えよう！兵庫県政を」（１１分

１００円） 

○「ウィーラブ兵庫③貧困のない兵庫をつ

くろう」完成（４００円） 

至急「憲法県政の会」までご注文下さい 

【新
婦
人
県
本
部
】 

七
日
昼
休
み
宣

伝
に
三
十
人
参
加
、
推
薦
決
議
は
一

〇
〇
に
到
達 

 

 

新
日
本
婦
人
の
会
兵
庫
県
本
部
は
、
全
県

い
っ
せ
い
宣
伝
行
動
日
の
七
日
（
日
）
昼
、
Ｊ

Ｒ
神
戸
駅
前
で
昼
休
み
宣
伝
に
取
り
組
み
三
十

人
が
参
加
。
オ
レ
ン
ジ
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、
オ
レ

ン
ジ
の
ぼ
り
、
オ
レ
ン
ジ
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
オ
レ

ン
ジ
グ
ッ
ズ
が
よ
く
目
立
つ
宣
伝
で
県
民
に
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
知
事
選
挙
へ
の

関
心
が
薄
い
中
、
さ
ら
に
く
ら
し
、
福
祉
最
優

先
の
知
事
の
誕
生
へ
の
取
り
組
み
を
強
め
ま

す
。 

 

ま
た
、
県
下
の
支
部
、
班
な
ど
で
の
「
す
い

せ
ん
決
議
」
の
運
動
を
強
め
、
現
在
一
〇
〇
の

決
議
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。 

【兵
商
連
】 

七
日
神
戸
市
内
各
地
を

宣
伝
カ
ー

か
ら
訴
え 

 

兵
商
連
は

七
日
、
宣
伝

カ

ー

が

芦

屋
、
東

灘

区
、
灘
区
、

北
区
、
中
央

区
と
運
行
。

街
頭
で
の
訴

え
と
、
ビ
ラ

配
布
を
お
こ

な

い

ま

し

た
。 

 

灘

区

で

は
、
灘
民
商

の
応
援
も
あ
り
、
賑
や
か
に
宣
伝
。
タ
ク
シ
ー

の
運
転
手
が
窓
を
開
け
、
「
ビ
ラ
ち
ょ
う
だ

い
」
と
。
通
行
人
か
ら
「
応
援
し
て
る
」
の
声

も
か
か
り
、
元
気
な
行
動
と
な
り
ま
し
た
。 

 

【明石の会】６日演説会に２５０人

参加、募金１４６０００円集まる 
６日（日）

夜、田中耕太郎

知事候補の演説

会が地元明石の

市民ホールで開

かれ、２５０人

が参加しまし

た。 

田中候補が事

務局長を務める

明石民商の森川

裕司副会長が、

中小業者が消費

税にどんだけ苦しめられているかを報告し、現知

事が税制調査特別委員のメンバーで消費税増税を

たくらむひとりだと訴え、聴衆からは「よぅ！わ

かったでー」の掛け声も飛ぶなど、熱気あふれる

ものに。募金も１４６０００円集まりました。 

大きな拍手で迎えられた田中候補の訴えに、

参加者が知事が変わればくらしが変わるという

ことを実感した演説会になりました。 


